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令和7（2025）年▪7月令和7（2025）年▪7月 2524

令和7年度東松山市水道事業予算の概要

2 「水道水」をお届けするための営業部門の予算

3 施設をつくるための建設部門の予算						    

水道料金等
1,733,598千円

配水管布設工事等
建設にかかる費用
786,956千円

県営水道から
水を買う費用
611,887千円

施設の償却費
559,726千円

電力料、修繕費、人件費
など維持管理の費用
855,625千円

その他の収入
234,303千円

収入総額� 19億6,790万1,000円

収入総額� 5億4,897万2,000円

支出総額� 20億3,140万1,000円

支出総額� 8億8,666万3,000円

借入金の支払利息
4,163千円

予備費
10,000千円

収入

収入

支出

支出

上下水道事業からのお知らせ

借入金の元金償還費用
89,707千円

◦給水戸数		  47,500戸
◦年間総給水量		 11,187,000㎥
◦1日平均給水量		  30,649㎥
◦浄配水場設備整備事業	 唐子浄水場高感度濁度計更新工事　ほか1件
◦老朽管更新事業	 松高前通線ほか（松葉町一丁目ほか）配水管布設替工事　ほか4件

　水道施設の建設や老朽化した管路の更新には多額の費用が必要です。限られた予算の中で、引き続き
施設等の適正管理を行います。

　水道事業では、安全で安心できる水道水を市民の皆さんが使えるよう、毎年水質検査
を実施しています。令和6年度も、全ての検査項目において水道法に定める水質基準を
満たしていました。
　水質検査の予定を定めた水質検査計画やその他の水質検査結果は、市 、市役所1階
市民情報コーナーと上下水道庁舎で確認できます。

1 業務の予定

加入金
131,587千円

令和6年度水質検査結果をお知らせします
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行政相談� 人権市民相談課 21-1414Ｆ23-2236

◦8月8日（金）午前9時～正午
◦分室1階打合せ室　◦国、県、市の仕事

法律相談（弁護士）� 人権市民相談課 21-1414Ｆ23-2236

◦8月7・14・28日（木）午後1時～4時20分
◦分室1階打合せ室　◦要予約で先着8人
◦法律全般
※調停・訴訟等係争中の事案についての相談はお受
けできません。

行政書士相談� 人権市民相談課 21-1414Ｆ23-2236

◦8月21日（木）午後1時10分～4時40分
◦分室1階打合せ室　◦要予約で先着6人
◦登記、相続、遺言、成年後見、債務整理、裁判所
提出書類作成

不動産相談�人権市民相談課 21-1414Ｆ23-2236

◦8月7日（木）午前10時～正午（宅地建物取引士）
◦分室1階打合せ室　◦要予約で先着4人
◦不動産の購入、賃貸、明渡しなど

消費生活相談� 人権市民相談課 21-1414Ｆ23-2236

◦平日（年末年始を除く）午前10時～午後3時30分
◦市役所本庁舎2階市消費生活センター
◦消費者契約上の問題や商品に対する苦情など

女性相談� 人権市民相談課 21-1416Ｆ23-2236

◦8月6日（水）午前10時～午後3時
◦8月19日（火）午後1時～5時
◦8月22日（金）午前10時～午後3時
◦総合会館3階306会議室
◦女性の悩み、子育て、夫婦や異性のこと、自分の
こと、夫や恋人からの暴力など（要予約で先着4人）

人権相談� 人権市民相談課 21-1416Ｆ23-2236

◦8月21日（木）午前10時～午後3時（要予約で先着
4人）
◦総合会館3階301会議室
◦8月6・13・20・27日（水）午前9時～午後4時
◦さいたま地方法務局東松山支局 22-0379
◦身の回りのさまざまな人権問題

税務相談� 課税課 21-1438Ｆ23-2238

◦8月12日（火）午前10時～正午
◦総合会館3階302会議室
◦国税・地方税（8日正午までに要予約で先着2人）

こころの健康相談� 健康推進課 24-392122-7435

◦8月6日（水）午前9時30分～11時20分（要予約で
先着3人）
◦保健センター
◦心理士による相談

内職相談� 商工観光課 21-1427Ｆ23-7700

◦8月5・12・19・26日（火）午前10時～午後4時
◦分室1階打合せ室
◦内職の求人や求職、在宅ワークに関する相談

創業相談� 商工観光課 21-1427Ｆ23-7700

◦8月5・12・19・26 日（火）午後1時～5時（予約制）
◦創業支援センター会議室2
◦創業や創業して間もない経営全般
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負担金
17,375千円

その他の収入
10千円

投資有価証券の償還
400,000千円

収入不足額の補てん
337,691千円

（内部留保資金等で
補てんします）
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https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/site/higashimatsuyama-suidouzigyou/41014.html
https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/site/higashimatsuyama-suidouzigyou/41020.html



